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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　他の装置に接続されて用いられるか、又は他の装置の一部として用いられる操作装置で
あって、
　前記操作装置は、
　主表面を有するパネルと、
　前記主表面に設けられるハードウェア部品と、
　前記ハードウェア部品に関連して、前記主表面に設けられた、表示内容の書換が可能な
第１の表示装置とを含み、
　前記操作装置はさらに、
　ユーザの操作により、使用される言語を切換えるための言語切換手段と、
　前記言語切換手段により、使用される言語が切換えられたことに応答して、前記第１の
表示装置に表示される文字列を、切換後の言語の文字列に切換えるための表示切換手段と
、
　前記表示切換手段により前記第１の表示装置に表示される文字列が切換後の言語の文字
列に切換えられたことに応答して、文字列が切換えられた前記第１の表示装置に対応する
ハードウェア部品に割当てられる機能を、新たな言語の文字列に対応する機能に切換える
ための手段とを含む、操作装置。
【請求項２】
　前記ハードウェア部品はハードウェアキーを含む、請求項１に記載の操作装置。
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【請求項３】
　前記第１の表示装置は、前記ハードウェアキーに近接して前記主表面上に設けられてい
る、請求項２に記載の操作装置。
【請求項４】
　前記第１の表示装置は、前記ハードウェアキーのキートップに設けられている、請求項
２に記載の操作装置。
【請求項５】
　前記ハードウェア部品は、表示信号に応答して第１の状態と第２の状態との間で状態を
変える状態表示用部品を含む、請求項１に記載の操作装置。
【請求項６】
　前記第１の表示装置は、前記状態表示用部品に近接して前記主表面上に設けられている
、請求項５に記載の操作装置。
【請求項７】
　前記第１の表示装置は不揮発性表示装置である、請求項１～請求項６のいずれかに記載
の操作装置。
【請求項８】
　前記第１の表示装置は、文字列又は画像を表示するためのものである、請求項１に記載
の操作装置。
【請求項９】
　前記操作装置は複数の前記ハードウェア部品を含み、
　前記第１の表示装置は、前記複数の前記ハードウェア部品にそれぞれ関連して設けられ
る複数の前記第１の表示装置から構成され、
　前記複数の前記第１の表示装置の各々について、その表示内容が切換可能であって、そ
れにより、それぞれその機能が切換可能である、請求項１～請求項８のいずれかに記載の
操作装置。
【請求項１０】
　前記機能切換手段は、前記複数のハードウェア部品について、互いに重複しないよう機
能を割当てる、請求項９に記載の操作装置。
【請求項１１】
　前記操作装置は複数個の前記第１の表示装置を含み、
　前記第１の表示装置に表示される文字列の言語は同一である、請求項１～請求項１０の
いずれかに記載の操作装置。
【請求項１２】
　前記操作装置はさらに、第２の表示装置を有し、
　前記第１の表示装置及び前記第２の表示装置の表示に使用される言語が統一されている
、請求項１～請求項１１のいずれかに記載の操作装置。
【請求項１３】
　前記第１の表示装置は、ユーザの認証により、前記第１の表示装置のいずれかに表示さ
れる文字列又は画像を切換えることが可能である、請求項１～請求項１２のいずれかに記
載の操作装置。
【請求項１４】
　前記第１の表示装置は、ユーザの操作又はモード設定に応じて、前記第１の表示装置の
いずれかに表示される文字列又は画像をグループ単位で切換えることが可能である、請求
項１～請求項１３のいずれかに記載の操作装置。
【請求項１５】
　請求項１～請求項１４のいずれかに記載の操作装置と、
　ユーザが前記操作装置を操作したことに応答して動作する画像形成手段とを含む、画像
形成装置。
【請求項１６】
　前記第１の表示装置は、前記画像形成装置で動作可能なモードに基づいて、前記第１の
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表示装置のいずれかに表示される文字列又は画像を切換えることが可能である、請求項１
５に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は操作装置に関し、特に、操作性の向上が図られた操作装置及び当該操作装置を
含む画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、複写機及びファクシミリ等の複合的な機能を有する複合複写機の操作部
を開示している。
【０００３】
　図１は、特許文献１に記載の操作部３０の構成を示す平面図である。図１を参照して、
操作部３０は、扁平な直方体形状のケース１０８と、ケース１０８の上面の中央の上側に
設置された表示部３２と、ケース１０８の上面において、表示部３２の下側及び右側に配
置された、複合複写機の各種機能を実行させる際等に操作されるキー３４～５６と、ケー
ス１０８の上面の左側に設置された長手形状の軸５８と、軸５８を中心に回動可能にケー
ス１０８上に設けられたキーユニット６０と、このキーユニット６０の下に配置され、キ
ーユニット６０を軸５８を中心に上方に回動して開くことにより操作可能になる第２のキ
ーユニット（図示せず）とを含む。なお、本明細書では、キーボード上のキーのように、
弱い電流の開閉に用いられる、操作される器具のことをキーと呼ぶ。
【０００４】
　図１、図２（Ａ）及び図２（Ｂ）を参照して、キーユニット６０は、キーユニット６０
の上面に配置された複数（図では２０個）のキー６８～１０６と、キーユニット６０の上
面に設けられた回動軸６４を中心に回動可能にキーユニット６０上に設けられている切換
蓋６２とを含む。切換蓋６２を軸６４を中心に回動させることにより、キーユニット６０
の上面の状態は、図２（Ａ）に示す状態と図２（Ｂ）に示す状態との間で切換えられる。
【０００５】
　図２（Ａ）を参照して、切換蓋６２には、切換蓋６２を軸６４より下側に配置した場合
、キー８８～キー９６が露出され、その周囲が切換蓋６２で覆われるような開口部が形成
されている。切換蓋６２の２つの面のうち、図２（Ａ）に示す状態で上を向く面を切換蓋
６２の表面と呼び、反対側の面を裏面と呼ぶ。この切換蓋６２を軸６４を中心に上方に回
動させると、図２（Ｂ）に示される状態となる。この状態では、キー６８から７６が開口
部により露出され、その周囲が切換蓋６２によって覆われる。
【０００６】
　キーユニット６０の上面において、キー６８～キー１０６の上側には、それぞれ文字列
「Ｆ１」、「Ｆ２」～「Ｆ１０」、「Ｆ３１」、及び「Ｆ３２」～「Ｆ４０」が印字され
ている。切換蓋６２の表面には、図２（Ａ）に示す状態でそれぞれキー８８～１０６の上
となる位置に文字列「Ｆ１１」～「Ｆ２０」が印字されている。裏面には、図２（Ｂ）に
示す状態でそれぞれキー６８～８６の上になる位置に文字列「Ｆ２１」～「Ｆ３０」が印
字されている。図２（Ａ）に示す状態では、キーユニット６０の表面の文字列「Ｆ３１」
～「Ｆ４０」は切換蓋６２によって隠され、キー８８～キー１０６の上側には、それぞれ
切換蓋６２の表面に印字された文字列「Ｆ１１」～「Ｆ２０」が現れる。図２（Ｂ）に示
す状態では、キーユニット６０上の文字列「Ｆ１」～「Ｆ１０」は切換蓋６２によって隠
され、キー６８～キー８６の上側には、それぞれ切換蓋６２の裏面に印字された文字列「
Ｆ２１」～「Ｆ３０」が現れる。
【０００７】
　「Ｆ１」～「Ｆ４０」は、キー６８～１０６の名称である。複合複写機は多数の機能を
有するため、これらキー６８～１０６に種々の機能が割当てられる。
【０００８】
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　この複合複写機は、切換蓋６２が図２（Ａ）に示す状態が図２（Ｂ）に示す状態かを検
知する機能を持ち、その状態により、キー６８～１０６の各々に対し割当てる機能を切換
える。したがって、２０個のキーで４０通りの機能を指定することが可能になる。
【０００９】
　そのような構成にすることによって、特許文献１は、利用者にとって操作しやすく、コ
ンパクトで簡単な構成の複合複写機の操作部３０を提供している。
【００１０】
　なお、機能の名称は、文字列「Ｆ１」～「Ｆ４０」以外の場合もあり得る。例えば操作
部３０の生産時において、利用者にとって機能の内容を理解することが容易な画像を印字
する例もある。また、キーの機能又は名称を、操作部３０を販売する国に応じて異なる言
語で印字することもある。
【００１１】
　特許文献１に記載のように、１つのキーを複数通りに使い分ける場合とは別に、１つの
キーに単独の機能を割当てる場合であれば、各キーのキートップに機能の内容を説明する
ための画像を印字することもよく行なわれている。
【特許文献１】特開平８‐２９３２２４号公報
【特許文献２】特開２００３‐２０９７１８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　特許文献１は、１つのキーに複数の機能を割当てる手法を開示している。しかし、一旦
機能が割当てられたキーを他の機能に変更するためには、キーユニット６０の上面に印字
された文字列又は画像だけではなく、切換蓋６２の表面及び裏面に印字された文字列又は
画像をも変更する必要がある。また、装置の生産時にこれらを印字する場合、キーの周辺
又はキートップに印字された機能の説明を、装置の設置国に対応した言語で印字する必要
がある。カナダでは、英語及びフランス語の２つの言語が公用語として用いられているた
め、利用者は装置を購入する際に表示言語を選択する必要があり、そのために英語で機能
説明を印字した操作装置とフランス語で機能説明を印字した操作装置との双方を予め準備
しておく必要がある。
【００１３】
　もし、装置を購入した後に、操作部上に印字された機能の説明が利用者に適合しないの
であれば、利用者は購入した装置を返却して、再度、利用者自身に適合する装置を購入し
なければならない。それは、利用者にとって非常に煩わしいことである。
【００１４】
　したがって、本発明の目的は、各利用者の慣習、環境、及び要望等に応じて、各利用者
にとって操作することが容易な操作装置及び当該操作装置を含む画像形成装置を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の発明者は、電子ペーパに代表される不揮発性表示装置を使用することにより、
特許文献１に開示された技術の問題点が解決できるのではないかと着想し、本発明の構成
に想到した。
【００１６】
　電子ペーパは、液晶等と同じ薄型ディスプレイ技術の１つであって、見た目が通常の紙
に近く、電気的に書換可能で、画面内容の維持に電力を消費しないため極めて消費電力が
少ないという特徴を持つ。それに加えて、電子ペーパは、一度書換えるとその表示内容は
電気を切っても保持される不揮発性を有している。
【００１７】
　例えばデジタルカメラに電子ペーパを利用する技術が、特許文献２に提案されている。
この特許文献２にて開示された技術では、電源がＯＮの状態でユーザにより電源ボタンが
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押されると、バッテリの電池残量が算出されると共に、記憶媒体の空き容量から撮影可能
な画像枚数が算出される。これら算出された情報は電子ペーパに出力され、当該電子ペー
パには、現在の電池残量及び撮影可能画像枚数に関する情報が表示される。デジタルカメ
ラの電源ＯＦＦ後においても、電子ペーパには、電源ＯＦＦ前の電池残量及び撮影可能画
像枚数に関する情報の表示内容が維持される。
【００１８】
　特許文献２では、電源がオフされている場合、電源をオンすることなしに、電池の残量
及び残りの撮影可能回数等の電子機器の状態を利用者に確認させることができる。利用者
は、電力を有効に活用しながら当該電子機器を利用することができる。不揮発性表示装置
のこのような特性を利用することにより、特許文献１に開示された従来技術の問題点を以
下のようにして解決することができる。
【００１９】
　本発明の第１の実施の形態に係る操作装置は、他の装置に接続されて用いられるか、又
は他の装置の一部として用いられる操作装置であって、主表面を有するパネルと、この主
表面に設けられるハードウェア部品と、このハードウェア部品に関連して、主表面に設け
られた、表示内容の書換が可能な第１の表示装置とを含む。
【００２０】
　第１の表示装置の表示内容が書換可能であるため、ハードウェア部品の機能を変更した
り、使用する言語を変更したりしたときに、第１の表示装置の表示内容をその変更にあわ
せて書換えることができる。そのため、ハードウェア製品の構成を変更することなく、そ
れらに割当てられた機能を変更したときに、その変更によって利用者の操作が混乱したり
することが防止できる。その結果、各利用者の慣習、環境、及び要望等に応じて、各利用
者にとって操作することが容易な操作装置を提供できる。
【００２１】
　好ましくは、ハードウェア部品はハードウェアキーを含む。
【００２２】
　より好ましくは、第１の表示装置は、ハードウェアキーに近接して主表面上に設けられ
ている。
【００２３】
　ハードウェアキー自体の構成を変更することなく、それらに割当てられた機能を変更す
ることができるので、利用者にとって過大な負担なく、各利用者の慣習、環境、及び要望
等に応じて、各利用者にとって操作することが容易な操作装置を提供できる。
【００２４】
　さらに好ましくは、第１の表示装置は、ハードウェアキーのキートップに設けられてい
てもよい。
【００２５】
　キートップに第１の表示装置を設けることにより、各キーとその機能又は名称との関係
が分かりやすくなり、各利用者にとって操作することがさらに容易な操作装置を提供でき
る。
【００２６】
　さらに好ましくは、ハードウェア部品は、表示信号に応答して第１の状態と第２の状態
との間で状態を変える状態表示用部品を含んでもよい。
【００２７】
　このような状態表示用部品では、その状態が何を意味しているかがそれだけでは容易に
分からないことが多い。また、それらの意味は動作モードによって変化する可能性がある
。そうした場合に、第１の表示装置の表示内容を切換可能であるため、それらの状態の意
味が分かりやすく、利用者にとって操作装置の操作がより理解しやすく簡単になる。
【００２８】
　さらに好ましくは、第１の表示装置は、状態表示用部品に近接して主表面上に設けられ
ている。
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【００２９】
　第１の表示装置が状態表示用部品に近接して設けられているので、状態表示用部品の状
態と、その状態の意味するところとの対応関係が利用者にとって分かりやすくなる。
 
【００３０】
　さらに好ましくは、第１の表示装置は不揮発性表示装置でもよい。
【００３１】
　不揮発性表示装置を使用すると、操作装置に供給される電源が切断されても第１の表示
装置の表示内容が保持される。そのため、電源断の状態でも、装置の操作を理解すること
が容易である。
【００３２】
　さらに好ましくは、第１の表示装置は、文字列又は画像を表示するためのものであって
もよい。
【００３３】
　文字列又は画像を切換えて表示可能であるため、例えば使用する人にあわせて適切な表
示を使用することができる。絵記号を使用した場合には、使用する人の言語の相違にかか
わらず、キー操作を容易に理解することが可能になる。
【００３４】
　さらに好ましくは、操作装置はさらに、ユーザの操作により、使用される言語を切換え
るための言語切換手段と、言語切換手段により、使用される言語が切換えられたことに応
答して、第１の表示装置に表示される文字列を、切換後の言語の文字列に変更するための
手段とを含む。
【００３５】
　言語を切換えたときに、第１の表示装置に表示される文字列が、切換後の言語の文字列
に自動的に切換えられる。装置をさまざまな国で使用したり、設置された部屋を使用する
人の使用する言語によって、一つの操作装置を複数言語のために切換えて使用することが
できる。
【００３６】
　さらに好ましくは、操作装置はさらに、ユーザの操作により第１の表示装置のいずれか
に表示される文字列又は画像を切換えるための表示切換手段と、表示切換手段により第１
の表示装置のいずれかに表示される文字列又は画像が切換えられたことに応答して、文字
列又は画像が切換えられた第１の表示装置の近傍の、当該第１の表示装置に対応するハー
ドウェア部品に割当てられる機能を、新たな文字列又は画像に対応する機能に切換えるた
めの手段とを含む。
【００３７】
　さらに好ましくは、操作装置は複数のハードウェア部品を含み、第１の表示装置は、複
数のハードウェア部品にそれぞれ関連して設けられる複数の第１の表示装置から構成され
、複数の第１の表示装置の各々について、その表示内容が切換可能であって、それにより
、それぞれその機能が切換可能であってもよい。
【００３８】
　さらに好ましくは、機能切換手段は、複数のハードウェア部品について、互いに重複し
ないよう機能を割当てる。
【００３９】
　ハードウェア部品が複数ある場合、これらに割当てられる機能が互いに重複しないよう
な機能割当が行なわれる。この構成により、ハードウェア部品の数を最大限に利用した多
くの種類の機能を実現することができる。
【００４０】
　さらに好ましくは、操作装置は複数個の第１の表示装置を含み、第１の表示装置に表示
される文字列の言語は同一である。
【００４１】
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　各第１の表示装置に表示される言語が統一されているので、利用者にとって分かりやす
いという効果がある。
【００４２】
　さらに好ましくは、操作装置はさらに、第２の表示装置を有し、第１の表示装置及び第
２の表示装置の表示に使用される言語が統一されている。
【００４３】
　ハードウェア部品とは別に表示手段がある場合に、その表示言語が操作装置の言語と統
一されているので、利用者にとっては操作方法が分かりやすいという効果がある。
【００４４】
　さらに好ましくは、第１の表示装置は、ユーザの認証により、第１の表示装置のいずれ
かに表示される文字列又は画像を切換えることが可能である。
【００４５】
　第１の表示装置は、ユーザ認証によって、表示される文字列又は画像を切換えることが
できるので、各利用者にとって最適なハードウェア部品の配列が可能となり、利用者の操
作性を向上させるという効果がある。
【００４６】
　さらに好ましくは、第１の表示装置は、ユーザの操作又はモード設定に応じて、第１の
表示装置のいずれかに表示される文字列又は画像をグループ単位で切換えることが可能で
ある。
【００４７】
　利用者はグループ単位でハードウェア部品に割当てられる機能を変更することができる
ので、利用者の操作性を向上させることができる。具体的には、操作装置に設置されてい
るハードウェア部品の数が比較的多い場合に、全てのハードウェア部品に対して、一度に
機能を割当てなければならないのでは、時間の浪費になってしまう。ハードウェア部品を
グループに分割して、グループ単位で機能を割当てることによって、利用者による機能の
割当て処理は容易になる。
【００４８】
　本発明の第２の局面に係る画像形成装置は、上記したいずれかの操作装置と、ユーザが
操作装置を操作したことに応答して動作する画像形成手段とを含んでいる。
【００４９】
　本発明の第３の局面に係る画像形成装置は、上記したいずれかの操作装置と、ユーザが
操作装置を操作したことに応答して動作する画像形成手段とを含む画像形成装置である。
表示装置は、画像形成装置で動作可能なモードに基づいて、第１の表示装置のいずれかに
表示される文字列又は画像を切換えることが可能である。
【００５０】
　第１の表示装置は、画像形成装置で動作可能なモードに基づいて、第１の表示装置に表
示される文字列又は画像を切換えることができるので、現在動作不能であるモードがある
場合に当該モードに関する文字列又は画像を消去したりすれば、利用者は、間違って当該
モードを指定するための操作をなくすことができる。
【発明の効果】
【００５１】
　本発明によれば、表示装置の表示内容が書換可能であるため、ハードウェア部品の機能
を変更したり、使用する言語を変更したりしたときに、表示装置の表示内容をその変更に
あわせて書換えられる。ハードウェア部品の構成を変更することなく、それらに割当てら
れた機能を変更したときに、その変更によって利用者の操作が混乱したりすることが防止
できる。また、言語の切換に応じて、表示する文字列の言語を切換えたり、文字列に代え
て絵記号等の画像の表示に切換えたりすることができる。さらに、各ハードウェア部品に
機能を割当てる場合、各ハードウェア部品に割当てたい機能を示す文字列を割当てれば、
自動的にその文字列に対応する機能が各ハードウェア部品に対して割当てられる。その結
果、各利用者の慣習、環境、及び要望等に応じて、各利用者にとって操作することが容易
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な操作装置を提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５２】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面に基づき詳細に説明する。なお、以下の
実施の形態の説明では、同一の部品には同一の参照番号を付してある。それらの機能及び
名称も同一である。したがって、それらについての詳細な説明は繰返さない。
【００５３】
　［第１の実施の形態］
　＜画像形成装置１５０の全体構成＞
　図３は、本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置１５０の外観を示す斜視図であ
る。図４は、画像形成装置１５０の内部構成を簡略化して示す図である。
【００５４】
　図３及び図４を参照して、本実施の形態に係る画像形成装置１５０は、デジタル複合機
であって、原稿の画像を読取って記録用紙に印刷する複写モード、原稿の画像を読取って
送信すると共に原稿の画像を受信して記録用紙に印刷したりするファクシミリモード、及
び図外の情報端末装置からネットワークを通じて受信した画像を記録用紙に印刷するプリ
ンタモード等を選択的に行なうことができる。
【００５５】
　この画像形成装置１５０は、原稿搬送読取部１５２、画像形成部１５４、給紙部１５６
、排紙処理装置１５８、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メモリ１
７４、及びＵＳＢメモリ１７４を原稿搬送読取部１５２に接続するためのＵＳＢインター
フェイス１６０を備えている。
【００５６】
　ここで、複写モードでの動作説明を行なうことによって本画像形成装置１５０の内部構
成の説明とする。
【００５７】
　原稿が原稿搬送読取部１５２の原稿セットトレイ１６２にセットされると、原稿検出セ
ンサ１６４が原稿のセットされたことを検出する。ユーザが原稿搬送読取部１５２の操作
装置１６６を操作することにより、印刷用紙のサイズ及び変倍率等が入力設定される。そ
の後、操作装置１６６の操作内容に応じて複写開始の指示がなされる。
【００５８】
　上記操作装置１６６の操作に応答して、原稿搬送読取部１５２では、ピックアップロー
ラ２００により原稿セットトレイ１６２上の各原稿を１枚ずつ引出し、原稿を捌き板２０
２及び搬送ローラ２０４間を介してプラテンガラス２０６へと送り出し、原稿をプラテン
ガラス２０６上で副走査方向に搬送して原稿排出トレイ２０８へと排出する。
【００５９】
　このとき、第１の読取部２１０によって原稿の表面（下側面）が読取られる。この第１
の読取部２１０の第１の走査ユニット２１２を所定位置に移動して位置決めすると共に、
第２の走査ユニット２１４を所定位置に位置決めしておく。第１の走査ユニット２１２の
露光ランプによりプラテンガラス２０６を介して原稿の表面を照射し、原稿の反射光を第
１の走査ユニット２１２及び第２の走査ユニット２１４の各反射ミラーにより結像レンズ
２１６へと導き、原稿の反射光を結像レンズ２１６によりＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕ
ｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）２１８に集光させ、原稿の表面の画像をＣＣＤ２１８上に結像
させて原稿の表面の画像を読取る。
【００６０】
　第２の読取部２２０によって原稿の裏面（上側面）が読取られる。この第２の読取部２
２０は、プラテンガラス２０６の上方に配置されている。第２の読取部２２０は、ＬＥＤ
（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）アレイ及び蛍光灯等で構成され、原稿の
裏面を照射する露光ランプ、画素毎に原稿の反射光を集光するセルフォックレンズアレイ
、及びセルフォックレンズアレイを通じて受光した原稿の反射光を光電変換してアナログ
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の画像信号を出力する密着イメージセンサ（ＣＩＳ：Ｃｏｎｔａｃｔ　Ｉｍａｇｅ　Ｓｅ
ｎｓｏｒ）等を備えている。
【００６１】
　さらに、原稿搬送読取部１５２の上部筐体を開いて、プラテンガラス２０６上に原稿を
載置し、この状態で第１の読取部２１０により原稿の表面を読取ることが可能である。こ
の場合は、第１の走査ユニット２１２及び第２の走査ユニット２１４を相互に所定の速度
関係を維持しつつ副走査方向に移動させ、第１の走査ユニット２１２によってプラテンガ
ラス２０６上の原稿を露光し、第１の走査ユニット２１２及び第２の走査ユニット２１４
によって原稿からの反射光を結像レンズ２１６へと導き、結像レンズ２１６によって原稿
の画像をＣＣＤ２１８上に結像する。
【００６２】
　原稿の片面又は両面が読取られると、原稿の片面又は両面の画像を示す画像データが図
５に示すマイクロコンピュータ等から構成される制御部２７０に入力され、ここで画像デ
ータに各種の画像処理が施され、この画像データが画像形成部１５４へと出力される。
【００６３】
　画像形成部１５４は、画像データによって示される原稿の画像を記録用紙に印刷するも
のであって、感光体ドラム２２２、帯電装置２２４、レーザスキャンユニット（以下、「
ＬＳＵ」と称する。）２２６、現像装置２２８、転写装置２３０、クリーニング装置２３
２、定着装置２３４及び図示しない除電装置等を備えている。
【００６４】
　画像形成部１５４には、主搬送路２３６及び反転搬送路２３８が設けられており、給紙
部１５６から給紙されてきた記録用紙が主搬送路２３６に沿って搬送される。給紙部１５
６は、用紙カセット２４０に収納された記録用紙、又は手差トレイ２４２に載置された記
録用紙を１枚ずつ引出して記録用紙を画像形成部１５４の主搬送路２３６へと送り出す。
【００６５】
　画像形成部１５４の主搬送路２３６に沿って記録用紙が搬送されている途中で、記録用
紙が感光体ドラム２２２と転写装置２３０との間を通過し、更に定着装置２３４を通過し
て、記録用紙に対する印刷が行われる。
【００６６】
　感光体ドラム２２２は、一方向に回転し、その表面は、クリーニング装置２３２と除電
装置によりクリーニングされた後、帯電装置２２４により均一に帯電される。
【００６７】
　ＬＳＵ２２６は、原稿搬送読取部１５２からの画像データに基づいてレーザ光を変調し
、このレーザ光によって感光体ドラム２２２表面を主走査方向に繰り返し走査して、静電
潜像を感光体ドラム２２２表面に形成する。
【００６８】
　現像装置２２８は、トナーを感光体ドラム２２２表面に供給して静電潜像を現像し、ト
ナー像を感光体ドラム２２２表面に形成する。
【００６９】
　転写装置２３０は、当該転写装置２３０と感光体ドラム２２２との間を通過していく記
録用紙に感光体ドラム２２２の表面のトナー像を転写する。
【００７０】
　定着装置２３４は、記録用紙を加熱及び加圧して当該記録用紙上のトナー像を定着させ
る。
【００７１】
　主搬送路２３６と反転搬送路２３８との接続位置には、分岐爪２４４が配設されている
。記録用紙の片面のみに印刷が行われる場合は、分岐爪２４４が位置決めされ、この分岐
爪２４４により定着装置２３４からの記録用紙が排紙トレイ２４６又は排紙処理装置１５
８の方へと導かれる。
【００７２】
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　他方、記録用紙の両面に印刷が行われる場合は、分岐爪２４４が所定方向に回動されて
記録用紙が反転搬送路２３８の方へと導かれる。そして、記録用紙は、反転搬送路２３８
を通過して、その表裏を反転されて主搬送路２３６へと再び搬送され、主搬送路２３６の
再度の搬送途中で、その裏面への印刷が行なわれて排紙トレイ２４６又は排紙処理装置１
５８の方へと導かれる。
【００７３】
　上記のようにして印刷された記録用紙は、排紙トレイ２４６又は排紙処理装置１５８の
方へと導かれて排紙トレイ２４６に排出され、又は排紙処理装置１５８の各排紙トレイ１
６８の何れかに排出される。
【００７４】
　排紙処理装置１５８では、複数の記録用紙を各排紙トレイ１６８に仕分けして排出する
処理、各記録用紙にパンチングする処理、及び各記録用紙にステープルする処理を施す。
例えば、複数部の印刷物を作成する場合は、各排紙トレイ１６８に印刷物の一部ずつが割
り当てられるように、各記録用紙を各排紙トレイ１６８に仕分けして排出し、排紙トレイ
１６８毎に、排紙トレイ１６８上の各記録用紙にパンチング処理又はステープル処理を施
して印刷物を作成する。
【００７５】
　＜画像形成装置１５０のハードウェア構成＞
　図５は画像形成装置１５０のハードウェア構成を示すブロック図である。
【００７６】
　図５を参照して、本画像形成装置１５０は、上記の原稿画像を読取り可能な原稿搬送読
取部１５２と、電子写真形成プロセスにより原稿搬送読取部１５２で読取った画像をその
色を再現して用紙上に形成する印刷出力を行なう画像形成部１５４と、電話回線２８６及
びＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）２８８を介して他の装置との間で通
信を行なうための通信部２７６と、画像形成処理に関する各機能の設定が可能な操作装置
１６６とを含む。画像形成装置１５０はさらに、原稿搬送読取部１５２、画像形成部１５
４、通信部２７６、及び操作装置１６６が接続されたバス２８４と、バス２８４にいずれ
も接続された、画像形成装置としての一般的機能を実現するための制御部２７０、制御部
２７０の機能を実現するプログラム等を記憶するためのＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍ
ｅｍｏｒｙ）２７２、及び種々のプログラムの記憶領域を提供するためのＲＡＭ（Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２７４とを含む。
【００７７】
　制御部２７０は、画像形成装置１５０全体の制御を司るものであって、ＣＰＵ（Ｃｅｎ
ｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）等から構成されている。
【００７８】
　ＲＯＭ２７２には、画像形成装置１５０の動作を制御するのに必要なプログラム及びデ
ータ等が記憶されている。制御部２７０は、ＲＯＭ２７２に格納されているプログラム及
びデータに従って画像形成装置１５０の制御を行なうと共に画像形成装置１５０の各機能
に関する制御を実行する。
【００７９】
　ＲＡＭ２７４は、制御部２７０による演算及び処理の結果を一時的に記憶するワーキン
グメモリとしての機能と、カウント値、ＪＡＭ及びサービスエラーの履歴情報、並びに消
耗部品の情報等を記憶するバックアップメモリとしての機能と、画像データを記憶するフ
レームメモリとしての機能とを提供する。
【００８０】
　通信部２７６は、図示しないファクシミリ装置に接続された電話回線２８６にインター
フェイスをとっているモデム２７８、図示しないコンピュータ等の情報端末装置に接続さ
れているＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）回線２８８にインターフェイ
スをとっているＮＩＣ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｃａｒｄ）２８０、及び
、モデム２７８及びＮＩＣ２８０の動作を制御するための通信コントローラ２８２を含む
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。
【００８１】
　なお、原稿搬送読取部１５２、画像形成部１５４、ＲＯＭ２７２、ＲＡＭ２７４、操作
装置１６６の板状の操作パネル１７０及び表示パネル１７２、並びに通信部２７６の通信
コントローラ２８２に対する制御は、制御部２７０により行なわれる。これら操作パネル
１７０及び表示パネル１７２の構成については後述する。
【００８２】
　＜操作装置１６６の外観＞
　図６は操作装置１６６の構成を示す平面図である。
【００８３】
　図６を参照して、操作パネル１７０は、操作装置１６６の表面の右側領域３２０に配置
されており、テンキー、及びその他の種々の操作ボタンであるハードキー、並びに各ハー
ドキーの近傍に形成された複数の電子ペーパが備えられている板状の操作パネル１７０と
、操作装置１６６の中央部から左側領域３２２にわたって配置されており、小型のタッチ
パネル一体型液晶表示装置から構成されている表示パネル１７２とを含む。操作パネル１
７０と表示パネル１７２とは一つの筐体に保持され、操作装置１６６は全体として一体と
なるように構成されている。
【００８４】
　この操作装置１６６においては、表示パネル１７２の表示によって、本画像形成装置１
５０の状態及びジョブの処理状況等の確認が行なわれる。表示パネル１７２の液晶表示装
置の表示領域上には選択ボタンが表示され、この選択ボタンの表示されている領域を指で
押すと、タッチパネルがその押された位置を検出する。プログラム上で選択ボタンの表示
位置とタッチパネルが押された位置とを照合することにより、画像形成装置１５０の機能
設定及び動作指示等が行なわれる。
【００８５】
　＜操作パネル１７０の外観＞
　図７は、操作パネル１７０の右半分の構成の詳細を示す平面図である。
【００８６】
　図７を参照して、操作パネル１７０は、画像形成装置の機能の実行を開始させるために
利用者が操作するスタートキー３００と、テンキー３０６～３２８と、設定された動作条
件を全てクリアする際に操作されるオールクリアキー３０２と、直前の入力値を取消した
りする際等に利用者によって操作されるクリアキー３０４と、画像形成装置１５０の動作
モードをプリンタモード、ファクシミリモード、及び複写モードにそれぞれ切換えるため
に操作されるプリンタモードキー３３０、ファクシミリモードキー３３２、及び複写モー
ドキー３３４と、画像形成装置１５０によって実行される各種ジョブの進行状況等を示す
ジョブリストを表示パネル１７２に表示する際にユーザが操作するジョブステータスキー
３３６と、種々の動作条件を設定等する際にユーザが操作するカスタム設定キー３３８と
を含む。
【００８７】
　操作パネル１７０はさらに、キー３３０の右側に近接して設置された２つのＬＥＤ（Ｌ
ｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）３４０及び３４２と、ファクシミリモードキ
ー３３２の右側に近接して設置された２つのＬＥＤ３４４及び３４６とを含む。これらＬ
ＥＤは、画像形成装置の動作状態を表示するためのものであり、各ＬＥＤの右横には、対
応する機能を利用者に想起させるための文字列「レディ」、「データ」、「通信中」、及
び「データ」が印刷されている。
【００８８】
　本実施の形態では、キー３０４、３０２、３００、３０６～３３８の各々のキートップ
には、各キーの機能を利用者に想起させるための文字列又は絵記号等の画像が印刷されて
いる。
【００８９】
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　操作パネル１７０はさらに、キー３０４、３０２、３００、及び３２６～３３８にそれ
ぞれ近接して設置されている長方形状の電子ペーパ３５０～３６８を含む。
【００９０】
　電子ペーパ３５０～３６８は、バイアスを印加することにより媒体粒子を物理的に移動
（泳動）させることにより表示動作を行なう。これらの電子ペーパ３５０～３６８は、通
常の動作モードから、消費電力を制限する節電モードに移行して非通電状態となった場合
であっても、上記移動（泳動）した粒子はその状態を保持できるため、結果として電源が
切断された状態でも表示内容が保持される不揮発性表示部材である。
【００９１】
　特に、本実施の形態において、制御部２７０は、ＲＡＭ２７４等のデータに基づいて、
利用者によって指定された言語に対応した表示データを作成し、作成したデータを電子ペ
ーパ３５０～３６８に表示させる機能を実行する。例えば、利用者がカスタム設定キー３
３８を押下して、言語を選択するための言語の一覧を表示した画面が表示パネル１７２に
表示される。そこで、利用者が日本語を指定した場合、制御部２７０は、日本語に対応し
た表示データを作成して、作成したデータを電子ペーパ３５０～３６８に表示させる。利
用者が英語を指定した場合、制御部２７０は、英語に対応した表示データを作成して、作
成したデータを電子ペーパ３５０～３６８に表示させる。
【００９２】
　図８は、電子ペーパ３５０～３６８に日本語に対応したデフォルトの表示データが表示
された場合での、操作パネル１７０の右半分の構成の詳細を示す平面図である。
【００９３】
　図８を参照して、電子ペーパ３５０～３６８の各々には、各電子ペーパに近接して設置
されているキーの機能を利用者に説明するための単語が日本語で表示されている。利用者
が英語を選択した場合には、これら表示がすべて英語となる。表示に電子ペーパを使用し
ているため、電源を切断してもこれらの表示が残り、操作パネル上に印刷した状態と同様
となる。
【００９４】
　図１４は、本実施の形態に係る画像形成装置１５０において、電子ペーパ及び表示パネ
ルに表示する文字列の言語を切換えるために必要なデータの構成を説明するための図であ
る。図１４に示すテーブルは、図５に示すＲＯＭ２７２に記憶されている。
【００９５】
　図１４を参照して、このデータは、使用可能な言語名と、言語ごとに予め作成され記憶
されている文字列テーブルとを対応付けて記憶している言語テーブル５２０と、言語テー
ブル５２０に記憶されている言語に対応した複数の文字列テーブル５２２、５２４等とを
含む。図１４に示す例では、文字列テーブル５２２は日本語の文字列テーブルであり、文
字列テーブル５２４は英語の文字列テーブルである。
【００９６】
　言語テーブル５２０の各レコードは、その行の言語が使用されているか否かを示すフラ
グと、言語名と、対応する文字列テーブルのアドレスとを含む。フラグは「０」のときそ
の言語が使用されていないことを示し、「１」のときその言語が使用されていることを示
す。
【００９７】
　例えば文字列テーブル５２２は、各キーに振られた番号であるキー番号と、そのキーに
対応する電子ペーパに表示すべき、そのキーに割当てられた機能に対応する言語（例えば
日本語）の文字列と、文字列でなく絵記号等の画像を表示するときのその絵記号の画像フ
ァイルを記憶した画像ファイル名と、その機能を実現するための機能プログラムが保存さ
れているアドレスとを含む。本実施の形態では、複数の文字列テーブルにおいて、同じキ
ー番号に割当てられている機能は常に同じものであるとする。すなわち文字列テーブル５
２２及び５２４等をユーザが変更することはできない。
【００９８】
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　図１５は、カスタム設定キー３３８を押下したときに実行される、言語を選択するため
のプログラムの制御構造を示すフローチャートである。図１５を参照して、このプログラ
ムは、言語テーブル５２０から言語一覧を取得し表示パネル１７２に表示するステップ５
４０と、ステップ５４０の後、利用者が何らかの入力をし、その入力が言語の選択操作で
あるか否かを判定し、判定結果に応じて制御の流れを分岐させるステップ５４２と、ステ
ップ５４２において、ユーザによる言語の選択処理があったと判定されたことに応答して
実行され、その言語に対応する文字列テーブルを読出すステップ５４４と、ステップ５４
４の後、ステップ５４４で読出されたキー番号と文字列との対応関係にしたがって、各キ
ーに対応する電子ペーパに、対応する文字列を表示し、言語テーブル５２０において、選
択された言語のフラグを「１」に、それ以外の言語のフラグを「０」に、それぞれ更新し
て処理を終了するステップ５４６とを含む。本実施の形態では、ステップ５４６では、画
像ファイルにファイル名が入力されていて、かつそのファイルが記憶装置に存在している
ときにはその画像ファイルの画像を表示し、それ以外のときには文字列を表示するものと
する。
【００９９】
　このプログラムはさらに、ステップ５４２においてキー操作があったものの、言語の選
択操作ではないと判定されたことに応答して実行され、操作されたキーがキャンセルを示
すキーか否かを判定し、キャンセルであるときにはこの処理を終了し、それ以外のときに
はステップ５４０に制御を戻すステップ５４８とを含む。
【０１００】
　なお、通常のキー表示では、このステップ５４４及び５４６に相当する処理を実行すれ
ばよい。ただしこの場合、ステップ５４４に先立って、言語テーブル５２０でフラグが「
１」となっている言語を決定する処理を実行する必要がある。また、どの言語のフラグの
値も「０」となっている場合には、先頭の言語をデフォルトとして使用する。
【０１０１】
　＜動作＞
　図１～図８を参照して、上記した構成を持つ本実施の形態に係る画像形成装置１５０は
以下のように動作する。
【０１０２】
　最初に、利用者は画像形成装置１５０を起動させる。起動後、制御部２７０は、予め設
定された言語（例えば日本語）に対応した表示データを電子ペーパ３５０～３６８に表示
させる。その後、利用者は、通常の画像形成装置の機能を画像形成装置１５０に実行させ
利用する。
【０１０３】
　言語を変更する際には、利用者は、カスタム設定キー３３８を押下して、言語を選択す
るための言語の一覧を表示した画面を表示パネル１７２に出力させる（図１５のステップ
５４０）。利用者は、この言語の一覧から所望の言語（例えば英語）を選択する（ステッ
プ５４２においてＹＥＳ）。制御部２７０は、英語に対応した文字列テーブル５２４を読
出し、テーブルによって定まる文字列又は絵記号等の画像を電子ペーパ３５０～３６８に
表示させる。
【０１０４】
　この後、利用者はこの英語で電子ペーパに表示された文字列に基づいて、所望の機能を
設定したり、画像形成装置の状態を判断したりする。
【０１０５】
　利用者が画像形成装置１５０の電源をオフしたものとする。電源をオフしている間であ
っても、電子ペーパ３５０～３６８には、電源をオフする前の表示データが表示されたま
まである。したがって、操作パネルに利用者の使用言語の文字列が印刷された場合と同様
の状態でこの画像形成装置を利用することができる。
【０１０６】
　図９は、図８に示す操作パネル１７０の電子ペーパに表示される言語が、英語の表記に
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切換わった図である。ここで、操作パネル１７０のＬＥＤ３４０及び３４２と３４４及び
３４６との右横の文字列も、後述する第３の実施の形態のように、電子ペーパの言語を切
換えできることが望ましい。
【０１０７】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上の説明から明らかなように、本実施の形態に係る画像形成装置１５０を利用するこ
とにより、画像形成装置１５０は、電子ペーパ３５０～３６８に表示される表示データを
、利用者が望む言語に対応したデータに自由に変更することができる。例えば、カナダ等
のように、公用語が複数ある国において本画像形成装置１５０を販売する場合、購入者は
、その画像形成装置１５０の操作装置がどの言語で表記されているかを考慮することなし
に購入することができる。また、購入者が望んでいた言語と異なるからという理由で、別
の言語が表記された画像形成装置を買い換える必要がない。
【０１０８】
　［第２の実施の形態］
　第１の実施の形態では、電子ペーパに表示する文字列の言語を入替えている。しかし、
操作パネルに電子ペーパを備えた場合、単に言語を入れ替えるだけではなく、各ハードキ
ーに割当てる機能を変更する場合にも、電子ペーパの表示を新たな機能にあわせて変更す
るだけでよい。わざわざ文字列を表示し直したりする必要はなく、画像形成装置の機能を
より充実させることができ、しかも利用者が操作にとまどうこともない。
【０１０９】
　以下に説明する第２の実施の形態に係る画像形成装置は、そのような機能を持つ。本実
施の形態に係る画像形成装置の外観及びハードウェア構成は、第１の実施の形態に係る画
像形成装置１５０とほぼ同様である。ただし、図６～図９に示す操作パネル１７０に代え
て、図１０に示す操作パネル４００を含む点と、制御部２７０に代えて、操作パネル４０
０の各キーの機能を変更するための制御を行なえる制御部を含む点とにおいて、第１の実
施の形態に係る画像形成装置１５０と異なる。
【０１１０】
　＜操作パネル４００の外観＞
　図１０は、操作パネル４００の右半分の構成の詳細を示す平面図である。
【０１１１】
　図１０を参照して、操作パネル４００は、キー４４２～４８０と、ＬＥＤ３４０～３４
６とを含む。これらは、図７等に示すキー３０４、３０２、３００、及び３０６～３３６
に対応するものである。操作パネル４００はさらに、キー４４２～４８０の上面にそれぞ
れ設置された、電子ペーパ４０２～４４０を含む。
【０１１２】
　本実施の形態においては、制御部は、ＲＡＭ２７４等に、機能とそれに対応する画像と
が予め記憶されている。さらに、ＲＡＭ２７４には、どの機能がどのキーに割当てられて
いるかを示す情報を記憶している。制御部は、どのキーにどの機能が割当てられているか
を示す情報に基づいて、どのキーのキートップの電子ペーパにどの文字列又は画像を表示
させればよいかを判定し、それら画像を電子ペーパ４０２～４４０に表示させる。
【０１１３】
　電子ペーパ４０２～４４０に表示される文字列は、例えば「クリア」、「オールクリア
」、「スタート」、「０」～「９」、「＊」、「♯／Ｆ」、「プリントモード」、「ファ
クシミリモード」、「複写モード」、「ジョブ状況」、及び「ユーザ設定」等である。
【０１１４】
　利用者は、どのキーにどの機能を割当てるかを指定することができる。この指定にした
がい、各キーのキートップの電子ペーパの表示が切換えられる。利用者は、この際に、各
キーを示す画像と、各キーに割当てたい機能を示す文字列（キートップなどに表示させた
い文字列）とを対応付ける作業を行なうことになる。すなわち、各キーに表示させたい文
字列を選択すると、対応する機能がそのキートップに表示されることになる。
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【０１１５】
　図１１は、電子ペーパ４０２～４４０にデフォルトの機能割当てにしたがった文字列又
は画像が表示されたときの、操作パネル４００の右半分の構成を示す。各キーには、その
キートップに表示された機能名に対応した機能が割当てられていることはいうまでもない
。
【０１１６】
　図１６は、この実施の形態で使用される言語テーブル５２０と、文字列テーブル５７２
及び５７４とを示し、図１７は、この実施の形態で使用されるキーと機能との対応テーブ
ル５８０の構成を示す。
【０１１７】
　図１６に示す文字列テーブル５７２が図１４に示す文字列テーブル５２２と異なるのは
、図１４の「キー番号」のフィールドに代えて、「機能番号」のフィールドを持つことで
ある。文字列テーブル５７４も同様である。ただし、ここでも各機能番号と、対応する機
能名とは、文字列テーブル５７２及び５７４において言語は異なるものの実質的に同じも
のを意味しているものとする。
【０１１８】
　図１７に示す対応テーブル５８０は、キー番号と機能番号との対応関係を示すものであ
る。この対応テーブル５８０の、「機能番号」フィールドの内容を書換えることにより、
どのキーにどの機能を割当てるかが定まる。機能が定まると、そのキーに表示される文字
列又は絵記号が図１６に示す文字列テーブル５７２等から決定される。
【０１１９】
　機能番号を利用者に更新させるプログラム自体はきわめて簡単なものですむ。ただし、
この更新の画面では、キー番号と機能番号とを指定させるのではなく、キーの画面と、機
能名の一覧とを表示し、各キーにどの機能名を対応付けるかを入力させることが、操作を
簡単にするという上で有用である。利用者からは、各キーにどの文字列又は画像を割当て
るかを決めることにより、結果として各キーに所望の機能を割当てることができる。なお
、キーの数には限りがあり、機能はキーの数より多いことから、１つの機能は１つのキー
のみに割当て、複数のキーに割当てることがないようにすることが望ましい。そのために
は、前述した機能番号を更新させるプログラムにおいて、既に割当て済の機能については
フラグを立てるなどし、新たにキーに機能を割当てる際には、その機能のフラグがリセッ
トされていることが確認された場合のみにすればよい。
【０１２０】
　なお、図１６及び図１７に示す構造の言語テーブル５２０、文字列テーブル５７２及び
５７４、並びに対応テーブル５８０を使用した場合でも、第１の実施の形態と同様にして
言語の切換をすることができることは明らかである。
【０１２１】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上の説明から明らかなように、本実施の形態に係る画像形成装置を利用することによ
り、利用者は、各キーに割当てられる機能を、利用者が利用しやすいように変更すること
ができ、その場合に各キートップの表示が、その機能を表す文字列又は画像に自動的に変
更される。その結果、購入者にとってきわめて使用しやすい画像形成装置を実現すること
ができる。
【０１２２】
　なお、言語を切換える機能と組合せることにより、電子ペーパ４０２～４４０に表示さ
れるデータを日本語以外の任意の言語に変更することもできる。この場合には、機能とそ
れに対応する画像との対応をテーブル化したものを言語に応じて複数個用意しておき、そ
れらを適宜切換えればよい。文字列に代えて、各機能を想起させるような絵及び写真等の
画像であっても良い。
【０１２３】
　［第３の実施の形態］
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　本実施の形態に係る画像形成装置の外観及びハードウェア構成は、第１の実施の形態に
係る画像形成装置１５０とほぼ同様であるが、操作パネル１７０に代えて、図１１に示す
操作パネル５００を含む点において、第１の実施の形態に係る画像形成装置１５０と異な
る。
【０１２４】
　＜操作パネル５００の外観＞
　図１２は、操作パネル５００の右半分の構成の詳細を示す平面図である。
【０１２５】
　図１２を参照して、この操作パネル５００が第１の実施の形態に係る画像形成装置１５
０と異なるのは、ＬＥＤ５１０、５１２、ＬＥＤ５１４及び５１６の右側にそれぞれ配置
された、４つの電子ペーパ５０２、５０４、５０６、及び５０８をさらに含む点である。
【０１２６】
　図１３は、電子ペーパ５０２～５０８にデフォルトの機能割当てにしたがった文字列又
は画像が表示されたときの、操作パネル５００の右半分の構成を示す。
【０１２７】
　図１３を参照して、これら電子ペーパには、その左側のＬＥＤに割当てられた点灯及び
消灯時の状態を示す文字列（例えば「レディ」、「データ１」等）が表示される。第１及
び第２の実施の形態と同様、利用者は、電子ペーパ５０２及び５０４のうち、どの電子ペ
ーパにどの文字列を表示させるかを指定することができる。ただしこの場合の文字列は、
各ＬＥＤに割当てられた表示の意味を表すものとして、予め適切に選択された文字列であ
る必要がある。例としては、第１の実施の形態において操作パネル上に印刷された文字を
挙げることができる。
【０１２８】
　以上の説明から明らかなように、本実施の形態に係る画像形成装置を利用することによ
り、画像形成装置は、電子ペーパ５０２～５０８に表示される表示データを、利用者にと
って利用しやすいように変更することができる。
【０１２９】
　［第４の実施の形態］
　第２の実施の形態では、キーの画面と、機能名の一覧とを表示し、各キーにどの機能名
を対応付けるかを利用者に入力させていた。しかし、利用者が一部のキーの機能を切換え
たい場合、全てのキーの画面と、機能名の一覧とを表示していたのでは、手間がかかる場
合がある。例えば、キーの数が１００個であり、その１００個のキーのうちの１０個のキ
ーがテンキーであって、利用者はテンキーの配置のみを切換えたいと考えているものとす
る。そのような場合、全てのキーと機能名との一覧を表示していたのでは、利用者はテン
キーの画面を探すのに手間がかかってしまう場合がある。
【０１３０】
　そのような場合、全てのキーと機能名との一覧を表示するのではなく、キーを予め複数
のグループに分割すればよい。もし、利用者がある一部のキーの機能を切換えたい場合、
画像形成装置は最初にキーのグループの一覧を表示する。画像形成装置は、表示した一覧
の中から１つのグループを利用者に選択させて、選択されたグループに属する各キーに機
能を割当てさせればよい。
【０１３１】
　例えば、全てのキーを、テンキーのグループ、並びにファクシミリモード及び複写モー
ド等のような動作モードを変更するためのキーのグループ等に分割させる。利用者が各キ
ーに機能を割り当てようとする場合、画像形成装置は、先ずグループの一覧を表示する。
利用者がテンキーの配置のみを切換えたい場合、利用者は一覧の中からテンキーのグルー
プを選択する。その後、画像形成装置はテンキーの一覧と、機能名の一覧とを表示し、各
キーにどの機能を対応付けるかを利用者に選択させれば良い。
【０１３２】
　以下に説明する第４の実施の形態に係る画像形成装置は、そのような機能を持つ。本実
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施の形態に係る画像形成装置の外観及びハードウェア構成は、第２の実施の形態に係る画
像形成装置とほぼ同様である。ただし、図１０及び図１１に示す操作パネル４００に代え
て、全てのキーを予めグループに分割し、グループ単位で機能を割当てる操作を利用者に
行なわせることが可能な、図１８に示す操作パネル６００を含む点において、第２の実施
の形態に係る画像形成装置と異なる。
【０１３３】
　＜操作パネル６００の外観＞
　図１８は、電子ペーパ４０２～４４０にデフォルトの機能割当てにしたがった文字列又
は画像が表示されたときの、操作パネル６００の右半分の構成を示す。
【０１３４】
　図１８を参照して、操作パネル６００は、画像形成装置の動作モードを変更等するため
のハードキー及び当該ハードキーの近傍に形成された複数の電子ペーパを含むグループ６
０２と、テンキーのためのハードキー及び当該ハードキーの近傍に形成された複数の電子
ペーパを含むグループ６０４と、スタートキー、クリアキー、及びオールクリアキーのた
めのハードキー並びに各ハードキーの近傍に形成された複数の電子ペーパを含むグループ
６０６とを含む。操作パネル６００はさらに、ＬＥＤ３４０～３４６とを含む。
【０１３５】
　グループ６０２は、キー４７２～４８０と、キー４７２～４８０の上面にそれぞれ設置
された、電子ペーパ４３２～４４０とを含む。グループ６０４は、キー４４８～４７０と
、キー４４８～４７０の上面にそれぞれ設置された、電子ペーパ４０８～４３０とを含む
。グループ６０６は、キー４４２～４４６と、キー４４２～４４６の上面にそれぞれ設置
された、電子ペーパ４０２～４０６とを含む。
【０１３６】
　各キーには、そのキートップに表示された機能名に対応した機能が割当てられているこ
とはいうまでもない。
【０１３７】
　本実施の形態においては、ＲＡＭ２７４はさらに、どのキーがどのグループに属してい
るかを示す情報を記憶している。図１９は、本実施の形態で使用される、グループと各グ
ループに属するキーとの対応テーブル６２０の構成を示す。図１９を参照して、対応テー
ブル６２０は、グループ６０２～６０６に対応する番号を格納するグループ番号フィール
ドと、各グループに属するキー番号を格納するキー番号フィールドとによって構成されて
いる。
【０１３８】
　利用者は、各キーに機能を割当てる際、先ず、グループ６０２、６０４、及び６０６の
いずれかを選択することができる。それらのグループのいずれかが利用者によって選択さ
れると、制御部は、対応テーブル６２０を参照して、選択されたグループに対応するキー
番号を抽出して、抽出されたキー番号の一覧と、全ての機能の一覧とを表示する。利用者
はその後、選択したグループのキーに機能を割当てることができる。キーに機能を割当て
るための方法は、第２の実施の形態において述べた方法と同様である。
【０１３９】
　例えば、利用者がカスタム設定キー４４０を押下すると、グループの一覧を表示した画
面が表示パネル１７２に表示される。そこで、利用者がテンキーのグループの機能を変更
するモードを指定した場合、制御部２７０は、現在表示されているテンキーの配列とは異
なる配列に対応した表示データを作成して、作成したデータを電子ペーパ４０８～４３０
に表示させる。
【０１４０】
　図２０はグループ６０４に属するキーへの機能の割当を変更した一例である。
【０１４１】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上の説明から明らかなように、本実施の形態に係る画像形成装置を利用することによ



(18) JP 4612703 B2 2011.1.12

10

20

30

40

50

り、利用者は、各キーに割当てられる機能を、利用者が利用しやすいようにグループ単位
で変更することができる。その結果、利用者はキー毎に機能割当ての設定を行なう必要が
なく、キーのグループを選択するだけで利用者が操作し易いキーの配列に変更することが
できる。
【０１４２】
　＜第４の実施の形態の変形例＞
　上記した第４の実施の形態では、操作パネル６００上のグループは、グループ６０２～
６０６の３つのみであったが、本発明はそのような実施の形態には限定されない。操作パ
ネル６００はさらに、ＬＥＤ３４０～３４６と各ＬＥＤの右横に配置された電子ペーパと
を含むＬＥＤグループを含んでも良い。利用者にＬＥＤグループを選択させるようにして
、各ＬＥＤの右横の電子ペーパに表示される文字列を第３の実施の形態のように切換えさ
せるようにしても良い。
【０１４３】
　上記した第４の実施の形態では、画像形成装置の通常の機能を使用するユーザのみを対
象としていた。しかし、本発明はそのような実施の形態には限定されない。サービスマン
等が、装置の点検及び調整のためのシミュレーションモードに画像形成装置を設定した場
合、シミュレーションコードに応じたキーの表示を電子ペーパに表示するようにしてもよ
い。
【０１４４】
　［第５の実施の形態］
　第４の実施の形態では、第４の実施の形態に係る画像形成装置をいかなる利用者が利用
する場合であっても、各キーに割当てられた機能は共通であった。しかし、キーの機能を
どのような配置にすれば利用者にとって利用しやすいかという問題は、利用者によって異
なる。例えば、日本語を母国語としている利用者Ａと、英語を母国語としている利用者Ｂ
とがいるものとする。利用者Ａが、全ての電子ペーパを日本語で表示させた後、利用を終
了したものとする。その後、利用者Ｂが画像形成装置を利用したい場合、利用者Ｂにとっ
ては電子ペーパの表示を日本語から英語に変更させた方が望ましい。そのような場合、利
用者Ｂは、全ての電子ペーパの表示を逐一英語に変更させなければならず、それは利用者
Ｂにとって煩わしいことである。そこで、各利用者が画像形成装置を利用する場合、画像
形成装置が利用者認証を行なった後、利用者毎に予め定められたキーの機能の配置で電子
ペーパに表示させることが望ましい。
【０１４５】
　以下に説明する第５の実施の形態に係る画像形成装置は、そのような機能を持つ。本実
施の形態に係る画像形成装置の外観及びハードウェア構成は、第４の実施の形態に係る画
像形成装置とほぼ同様であるが、第４の実施の形態に係る操作パネル６００に代えて、利
用者毎に、各キーに機能を割当てさせることが可能である、図２１に示す操作パネル６５
０を含む点において、第４の実施の形態に係る画像形成装置と異なる。
【０１４６】
　＜操作パネル６５０の外観＞
　図２１は、電子ペーパ４０２～４４０にデフォルトの機能割当てにしたがった文字列又
は画像が表示されたときの、操作パネル６５０の右半分の構成を示す。各キーには、その
キートップに表示された機能名に対応した機能が割当てられていることはいうまでもない
。
【０１４７】
　本実施の形態においては、ＲＡＭ２７４には、本実施の形態に係る画像形成装置を利用
する利用者の分だけ、図１６に示す言語テーブル５２０と同じ構成の言語テーブルと、文
字列テーブル５７２及び５７４と同じ構成である文字列テーブルと、図１７に示す対応テ
ーブル５８０と同じ構成であるキー機能対応テーブルとが予め記憶されている。ＲＡＭ２
７４にはさらに、利用者を識別するためのユーザＩＤと、各ユーザＩＤに対応する言語テ
ーブル、文字列テーブル、及びキー機能対応テーブルの名前とを記憶するための、図２２
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に示す利用者対応テーブル６７０が予め記憶されている。
【０１４８】
　図２２は、利用者対応テーブルの一例を示す図である。図２２を参照して、利用者テー
ブルは、各ユーザのユーザＩＤを格納するためのユーザＩＤフィールドと、各ユーザＩＤ
に対応する言語テーブル、キー機能対応テーブル、及び文字列テーブルの名前を、それぞ
れ格納するための言語テーブルフィールド、キー機能対応フィールド、及び文字列テーブ
ルフィールドとによって構成されている。
【０１４９】
　利用者がカスタム設定キー４４０を押下すると、利用者にユーザＩＤを入力させるため
の画面が表示パネル１７２に表示される。そこで、利用者が、ユーザＩＤを入力して、ユ
ーザ単位で配列を変更するモードを指定した場合、制御部２７０は、利用者対応テーブル
６７０を参照して、入力されたユーザＩＤに対応する言語テーブル、キー機能対応テーブ
ル、及び文字列テーブルを抽出する。制御部２７０は、言語テーブル、キー機能対応テー
ブル、及び文字列テーブルを参照して、表示データを作成し、作成したデータを電子ペー
パ４０８～４４０に表示させる。
【０１５０】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上の説明から明らかなように、本実施の形態に係る画像形成装置を利用することによ
り、利用者は、各キーに割当てられる機能を、利用者が利用しやすいように利用者単位で
変更することができる。その結果、利用者は事前にキー毎に機能割当てを行ない記憶させ
ておけば、画像形成装置を使用する毎に個々のキー設定を行なう必要がなく、利用者を選
択するだけで利用者が操作し易いキーの配列に変更することができる。
【０１５１】
　［第６の実施の形態］
　第１～第５の実施の形態では、キーの近傍に設置された全ての電子ペーパに、キーの機
能に関する画像を表示していた。しかし、画像形成装置が提供することができない機能が
ある場合に、当該機能に関する文字列又は画像が電子ペーパに表示されている場合、利用
者は混乱する場合がある。例えば、画像形成装置がメンテナンスされている間プリンタモ
ードで動作できない場合に、プリンタモードに切換えるためのキーの近傍に形成された電
子ペーパに、プリンタモードに関する文字列又は画像が表示されているものとする。その
ような場合、利用者は、画像形成装置がプリンタモードで動作可能であると誤解してしま
い、プリンタモードに切換えるためのキーを押下しているにも関わらず、プリンタモード
に切換らず、利用者は混乱してしまうだろう。そこで、画像形成装置が提供することがで
きない機能がある場合に、電子ペーパから当該機能に関する画像を消去することが望まし
い。
【０１５２】
　以下に説明する第６の実施の形態に係る画像形成装置は、そのような機能を持つ。本実
施の形態に係る画像形成装置の外観及びハードウェア構成は、第５の実施の形態に係る画
像形成装置とほぼ同様であるが、第５の実施の形態に係る操作パネル６５０に代えて、画
像形成装置が提供することができない機能が有る場合に、当該キーの機能に関する画像を
電子ペーパに表示しないように制御する、図２３に示す操作パネル６８０を含む点におい
て、第５の実施の形態に係る画像形成装置と異なる。
【０１５３】
　＜操作パネル６８０の外観＞
　図２３は、電子ペーパ４０２～４４０にデフォルトの機能割当てにしたがった文字列又
は画像が表示されたときの、操作パネル６８０の右半分の構成を示す。各キーには、その
キートップに表示された機能名に対応した機能が割当てられていることはいうまでもない
。
【０１５４】
　図２３を参照して、本実施の形態に係る画像形成装置にプリンタボードが装着されてい
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ない場合、制御部２７０は、プリンタモードキー４７２の近傍に設置されている電子ペー
パ４３２の表示を消去するように制御する。
【０１５５】
　ここで、画像形成装置１５０にプリンタボードが装着された場合、制御部２７０はプリ
ンタボードが装着されたことを検出して、図１１のようにプリンタモードキー４７２に該
当する電子ペーパ４３２にプリンタモードに関する画像の表示を行なう。
【０１５６】
　＜本実施の形態の効果＞
　以上の説明から明らかなように、本実施の形態に係る画像形成装置を利用することによ
り、利用者は、操作できない機能を間違って操作することを減らすことができる。
【０１５７】
　＜本実施の形態の変形例＞
　上記した本実施の形態では、キーの近傍に設置されている電子ペーパに表示される文字
列又は画像を制御する処理を行なっていた。しかし、本発明はそのような実施の形態には
限定されない。操作パネル６８０のＬＥＤ３４０及び３４２と３４４及び３４６との右横
に、第３の実施の形態のように電子ペーパを設置して、プリンタモード及びファクシミリ
モードの各々が動作可能であるか否かによって、表示の内容を消去するように制御するこ
とが望ましい。
【０１５８】
　また、上記した第６の実施の形態では、プリンタモードで動作できない場合に、電子ペ
ーパからプリンタモードに関する文字列又は画像を消去していた。しかし、本発明はその
ような実施の形態には限定されない。画像形成装置がファクシミリモードで動作できない
場合に、電子ペーパからファクシミリモードに関する文字列又は画像を消去するようにし
てもよい。制御部２７０は、モデム２７８に電話回線２８６が接続されていないことを検
知した場合、図２０に示す電子ペーパ４３４からファクシミリモードに関する画像を消去
するように制御すればよい。
【０１５９】
　［変形例］
　上記した本実施の形態では、電子ペーパ５０２～５０８に表示されるデータは、日本語
に基づく文字列であった。しかし、本発明はそのような実施の形態には限定されない。電
子ペーパ５０２～５０８に表示されるデータは、日本語の他に、英語及び中国語等に基づ
く文字列であっても良い。文字列の他に、各機能を想起させるような絵及び写真等の画像
であっても良い。
【０１６０】
　上記した第１～第３の実施の形態では、操作装置は画像形成装置に設置されていた。し
かし、本発明はそのような実施の形態には限定されず、画像形成装置の他に、通常の電話
機、携帯電話機等のような様々な機能を持つ装置に設置されて用いられる操作装置であれ
ば何でも良い。
【０１６１】
　上記した第１～第３の実施の形態では、キー及びＬＥＤに近接して設置されていた物は
、電子ペーパであったが、本発明はそのような実施の形態には限定されない。キー及びＬ
ＥＤに近接して設置される物は、電子ペーパ等の不揮発性表示装置の他に、ＬＣＤ（Ｌｉ
ｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）等の揮発性表示装置でも良い。ただしこの
場合には、装置の電源を落としたときに、表示が消えてしまうことが考えられる。設計上
、そうしたことが望ましくない場合には、装置の電源が落とされてもこれら揮発性表示装
置については電源供給を落とさないようにする。また、省電力モードで動作している場合
にも、操作パネルには電源供給を続けるようにすることが望ましい。
【０１６２】
　さらに、上記した第１～第３の実施の形態では、操作パネルに配置される物は、キー及
びＬＥＤであったが、本発明はそのように実施の形態には限定されない。操作パネルに配
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置される物は、キー及びＬＥＤの他に、トグルスイッチ、レバースイッチ、スライドスイ
ッチ、ロッカースイッチ、ディップスイッチ、及びプッシュスイッチ等の一般的なハード
ウェアスイッチのいずれでも良い。
【０１６３】
　今回開示された実施の形態は単に例示であって、本発明が上記した実施の形態のみに限
定されるわけではない。本発明の範囲は、発明の詳細な説明の記載を参酌した上で、特許
請求の範囲の各請求項によって示され、そこに記載された文言と均等の意味及び範囲内で
のすべての変更を含む。
【図面の簡単な説明】
【０１６４】
【図１】特許文献１に記載されている操作部の外観を示す図である。
【図２】図１に示すキーユニット６０の構成について示す図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態に係る画像形成装置１５０の外観を示す斜視図である
。
【図４】図３に示す画像形成装置１５０の内部構成を簡略化して示す図である。
【図５】図３に示す画像形成装置のハードウェア構成を機能的に分けて示すブロック図で
ある。
【図６】図３に示す操作装置１６６の平面図である。
【図７】図３に示す操作パネル１７０の右半分の平面図である。
【図８】図３に示す操作パネル１７０の右半分の平面図である。
【図９】図８に示す操作パネル１７０の言語が切換った図である。
【図１０】本発明の第２の実施の形態に係る画像形成装置に含まれる操作パネル４００の
右半分の平面図である。
【図１１】操作パネル４００の右半部の平面図である。
【図１２】本発明の第３の実施の形態に係る画像形成装置に含まれる操作パネル５００の
右半分の平面図である。
【図１３】操作パネル５００の右半分の平面図である。
【図１４】電子ペーパ及び表示パネルに表示する文字列の言語を切換えるために必要なデ
ータの構成を説明するための図である。
【図１５】カスタム設定キー３３８を押下したときに実行される、言語を選択するための
コンピュータプログラムの制御構造を示すフローチャートである。
【図１６】電子ペーパ及び表示パネルに表示する文字列の言語を切換えるために必要なデ
ータの構成を説明するための図である。
【図１７】キー番号と機能番号との対応関係を示す図である。
【図１８】本発明の第４の実施の形態に係る画像形成装置に含まれる操作パネル６００の
右半分の平面図である。
【図１９】グループ番号とキー番号との対応関係を示す図である。
【図２０】図１８に示す操作パネル６００のテンキー配列が切換った図である。
【図２１】本発明の第５の実施の形態に係る画像形成装置に含まれる操作パネル６５０の
右半分の平面図である。
【図２２】ユーザＩＤと言語テーブル、キー機能対応テーブル、及び文字列テーブルとの
対応関係を示す図である。
【図２３】本発明の第６の実施の形態に係る画像形成装置に含まれる操作パネル６８０の
右半分の平面図である。
【符号の説明】
【０１６５】
　１５０　画像形成装置
　１６６　操作装置
　１７０，４００，５００　操作パネル
　１７２　表示パネル
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　２７０　制御部
　２７２　ＲＯＭ
　２７４　ＲＡＭ
　２７６　通信部
 

【図１】

【図２】

【図３】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】



(25) JP 4612703 B2 2011.1.12

【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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